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近年恒例となっていま
す 『肺がんフォーラム』｡
今年で数えること４回目
となりました｡ 今年は開
催時期が例年の７月から
９月に変更となりました｡
それが災いしたのか､ 他
に理由があるのか､ いず
れにしても例年よりも参

加人数が減ったようです｡ それでも148名のご来場があっ
たことは皆様の肺癌への関心の高さの表れであり､ 我々
肺がんを診療する者にとっては身の引き締まる思いでし
た｡ 今年はトピックスとしてインフルエンザの講演 (池
田先生) がありました｡ 非常にタイムリーな内容かつ充
実した講演で御参加いただいた皆様にとっては実は最も
関心度が高く､ 面白い講義だったのではないかと思いま
す｡
さて､ 私の講演内容ですが､ 外科治療 (目次先生) 以
外の領域 『肺がんの診断と (内科的) 治療』 というかな
り幅広いテーマでした｡ これを短時間で講演する､ とい
うのが私に課せられたテーマだったのです｡ 日常診療の
場面での患者さんや御家族に対する説明において､ 私は

�わかりやすさ�をモットーに行っております｡ しかし
ながら､ 不特定多数の一般の方々への�説明�というの

はなかなか難しく､ 短い時間の中での幅広い内容で講演
をしたため､ ご来場いただいた皆様にどれだけ伝わった
か？わかりにくくなかったか？…講演が終わった瞬間に
そのような思いが頭の中に浮かんでは消えておりました…｡
私の講演を聴かれた方がいらっしゃいましたら､ いろい
ろ御指導・御指摘をいただけたらと思います｡
ところで 『肺がんフォーラム』 も４回を経て､ 少し色
褪せてきたのではないでしょうか？少しずつ減少してい
る参加人数がそれを物語っていると私は考えます｡ アン
ケートの回答にも�参加人数が少なく残念�というコメ

ントもあったようです｡ 事前の宣伝不足もあったかもし
れませんが､ ご来場された方々の満足度をさらにあげる
には､ フォーラムの内容そのものを変えていく必要があ
ると思います｡ 勿論､ 肺癌に関する内容を期待して来場
される方がこれだけいるわけですから, 肺癌領域につい
て深く掘り下げて講演を重ね続けることも必要とは思い

ます｡ しかし､ 充実した内容にするためには､ 来場され
る皆様の知的欲求・好奇心をさらに満たす内容を加えて
いく必要があると思います｡ 例えば､ 現状でも患者数が
多く､ 国内ではさらに患者数の増加が懸念されている気
管支喘息や慢性閉塞性肺疾患などのいわゆる�common
disease (ありふれた疾患) �にも講演対象を広げるな
どの工夫がいるのではないでしょうか？ 『呼吸器病セン
ター』 を名乗っている当院ですから､ どのような方向性
にシフトすることも十分可能でしょう｡ 今後院内での反
省とdiscussionが必要な点だと思います｡
一般講演以外にも健康測定､ 肺がん相談を含めて多く

の方々に来場していただきました｡ 貴重な休日の午後の
時間を当院主催の肺がんフォーラムに割いていただいた
ことを心から感謝いたします｡ また､ 後援・協力をいた
だいた関係機関の方々にも感謝致します｡ そして準備・
運営に携わった当院職員の皆様､ 本当にお疲れ様でした｡
皆様のご健康をお祈りして筆を擱きたいと思います｡
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10月14日 (水) 松江東
急インで各地区医師会の
先生方をお招きして第3回
地域連携交流会を開催い
たしました｡ 医師会の先
生方にはご多忙中にも関
わらず42名の参加をいた

だきました｡
徳島院長から､ 松江医療セン

ターが医師会の先生方との連携
によって支えられている事､ ま
たこの会がさらなる連携を図る
ために有意義なものになるよう
にとの挨拶があり､ 交流会は始
まりました｡

森本松江市医師会長より激励
のお言葉を頂戴し､ そして当院
の神経内科・小児科・外科・内
科の医師による各科紹介が行わ
れた後､ 矢野統括診療部長の乾
杯の発声で懇親会が始りました｡
今回は､ 会食の最中に新病棟の

紹介スライドや当院のピーアー
ルＤＶＤを流しました｡ 各テー
ブルでは日頃話せない話で盛り
上がり､ 当院への忌憚のないご
意見 (お褒めの言葉あり､ お叱
りの言葉あり) をいただけたこ
とは､ 大変参考になりました｡
その後､ 医師会の先生方より､
｢患者様を後はお願いしますでは

なく､ 一緒に診ていくという気持ちで診療を行っていき
たい｡｣ また､ ｢松江医療センターを今後も頼りにしてい
る｡｣ と当院への期待と要望を述べていただきました｡
あっという間に時間は過ぎ､ 盛況のうちに閉会となり

ました｡
この機会を通して､ 松江医療

センターを医師会の先生方によ
りよく知っていただき､ これま
で以上に医療連携を強め､ 地域
に根差した医療を行いたいと思
います｡ 今後ともどうぞよろし
くお願いいたします｡
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平成21年10月6日から9日まで4日間､ 東京都清瀬市
にある結核予防会結核研究所に勉強に行かせていただ
きました｡ 結核菌の特徴・検査方法から始まり､ 結核
の診断・治療､ 免疫・ＱＦＴについて､ 院内感染防止
対策､ ＤＯＴＳ(直接監視下短期化学療法)､ そしてコ
ホート分析と最新の結核対策を隅々まで学びました｡
ここ10年ほどの間に随分と進歩したのだなあと驚き感
心しました｡
世間では結核に対する認識が薄れてきて過去の病気
と思われていますが､ テレビＣＭや芸能人の結核罹患
でも注目されているようにいまだに世界中で年間約92
0万人の新患者が発生し､ 170万人が死亡している世界
最大級の健康問題です｡ 積極的な対策に取り組まない
と撲滅出来ません｡ 旧療養所の施設はその役割を担っ
ており結核病棟に勤務する看護師はその中核とならな
ければいけないと感じました｡
結核の治療において重要なことは､ きちんと治癒さ
せるという事で､ 長い治療期間のなかで治療中断や再
発が無いように医師､ 看護師､ 保健師､ そして患者さ

んが全員一丸となって取り組む必要があります｡ 患者
さんを治癒に導く事が感染の連鎖を断つことにもなり
ます｡
今回の研修では､ ＱＦＴ検査の意義と読み方を学び

感染症法による結核対策について知見を深める事がで
きました｡ 当院の結核病床は12床と減少しているので
正しい診断と確実な治療を進め､ 結核病床の在院日数
短縮につなげたいと思います｡ また､ 世界で繰り広げ
られているＤＯＴＳが人と人とのかかわりの中で人を
元気にする事ができることを知り､ 退院後の患者さん
の治癒を確認することで入院中の看護を振り返り､ 患
者さんの治癒を共に
喜ぶ事で看護師のモ
チベーションの維持
につなげたいと思い
ます｡ 貴重な研修に
参加させていただき
ありがとうございま
した｡ �����
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呼吸器科医長・医療教育研修室長 門
かど

脇
わき

徹
とおる

��������	

新病棟完

成・引越し

から約３�

月が経過し

ました｡ 実

はあまり知

られていな

いかもしれ

ませんが､

病棟移転に

伴って医療

教育研修室も前号で紹介した�旧３病棟の空き部屋�か

ら､ 旧２病棟のスタッフステーションへと移転いたしま

した！以前の部屋よりも広くなり､ 中身もとても充実し

てきました｡ そして新しくなったのは研修室だけではあ

りません｡ 新しいメンバーも加わったのです！教育担当

師長のポストが新たに設置され､ 杉谷美奈子師長が就任

されました｡ 杉谷師長さんには医療教育研修室の副室長

も兼任していただいています｡

ところで､ 医療教育研修室のコンセプトは 『スタッフ

教育に関してコーディネーターであり､ かつ知識・技術

向上のためのプロデューサーであること』 です｡ もちろ

んそうあるためにマニュフェストに沿った活動をしてい

るのですが､ 研修室そのものも医療教育研修室のメンバー

にとってだけでなく､ 病院スタッフの皆さんにとっても

使いやすい場所にする必要があると考え､ 移転して中身

を充実させています｡

そんな充実した医療教育研修室をぜひ活用してほしい

のです！それでは皆さんが医療教育研修室に来ると何が

できるでしょうか？以下に示したいと思います｡
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(今年4月からの講義 (呼吸器疾患勉強会・肺癌化学療法

勉強会) を記録しています)

����	��� !	"#�$%���

(図書室から移動しました)

�&'()'*	+,"#���

(臨床研究部から移管)

�-./0123�45

(ちょっとした話し合いや研修が可能)

このように学習・研究をするのにとてもいい環境なの

です！病棟の仕事 (研究など) を持ち込んでいただいて

やっていただくことも大歓迎です｡

この�研修室機能の充実�は前号の宍道湖で示した以

下の仮説

Ｐ：医療スタッフ (を対象に)

Ｅ：院内教育の充実 (をすると)

Ｃ：従来の院内教育 (と比較して)

Ｏ：さらにハイレベルな知識・技術を持つスタッフ

の育成 (が図れる)

の中で､ Ｅの

充実を補完す

るものです｡

当研修室発信

の呼吸器勉強

会については

今年度のマニュ

フェスト通り､

呼吸療法認定士のテキストに沿って行っています｡ 今後

もちろんこれに関連する図書や資料の充実を続けていく

予定です｡ 医療教育研修室はスタッフの皆さんの�知り

たい�欲求に応え続けないといけません｡ 皆さんが医療

教育研修室を学習・研究の場所としてうまく利用してい

ただくことで､ 我々の目指す教育の双方化も図れると考

えています｡

日々の業務でお

疲れのこと､ 重々

承知しております

が､ まずは新しい

医療教育研修室を

見にきてください

♪お待ちしており

ます！
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療育指導室 主任児童指導員 中
なか

島
しま

由
よし

博
ひろ

今年も10月４日(日)に ｢文化祭｣ を開催しました｡ 今
年は新病棟移転に伴う病棟の再編､ また準備期間が短い
こと､ 新病棟から体育館やデイケア棟が遠いこともあっ
て､ 新しい動き方 (場所ややり方) を模索しました｡
そこで､ 〈作品展示〉を終日､ 新作業棟の作業室や通
路を使って行いました｡ 重症心身障害児(者)の患者さん
は､ 作業室の中に今年度の〈グループ活動〉や〈個別活
動〉の紹介と､ 陶芸作品や作業療法で制作された作品を
展示し､ 来場された方々に見ていただきました｡ 一方で
筋ジストロフィーの患者さんは､ オリジナルデザインの
Ｔシャツや､ 手芸と七
宝焼き､ 更にはソーイ
ングやコンピューター
グラフィック (CG)
の作品と療育活動紹介
等々を展示しました｡
日曜日の朝からでし
たが､ 沢山の御家族

や近隣の方が来場され鑑賞していただきました｡
またお昼からは【ミュージックミミ】という音楽グルー
プを呼んで､ 各病棟の食堂兼デイルームを会場に３階病
棟から２階病棟へ､ そして1階病棟へ移動しての〈コン
サート〉をして頂きました｡
３階病棟では秋の歌メドレーで ｢里の秋｣､ ｢もみじ｣

等々､ 目を閉じると秋の風景が浮かんでくるような歌声
から始まり､ 今年の春まで続いたＮＨＫドラマ 『だんだ
ん』 で生まれた ｢いのちの歌｣ や､ ｢恋のバカンス｣､
｢赤いスイトピー｣､ そして ｢水戸黄門の主題歌｣ 等々の
ホピュラーな歌が続き､ そして最後の ｢アメイジンググ
レイス｣ で場内は､ 沢山の歓声と拍手に包まれました｡
また２階病棟でも秋の歌メドレーに加え､ ｢明日がある
さ｣や筋ジストロフィー
病棟の患者さんと一
緒に ｢ひまわり｣ や
｢ハピネス｣ の歌が披
露され､ 場内は最高
潮に盛り上がりまし
た｡ そして個室の患
者さんには個別に歌声を聞いて頂きました｡ １階病棟で
は個室の皆さんへの巡回コンサートの後､ 今や遅しと待っ
ている患者さんへ特別メニューの ｢赤いスイトピー｣ や
｢恋のバカンス｣ などが披露され､ 場内の歓声の渦の中､
コンサートは終了しました｡
今年も沢山の御家族の参加とボランティアの皆さんの

ご協力により､ 秋の楽しい一時を過ごすことが出来たよ
うに思います｡ ありがとうございました｡
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となりの住人

���� ���� ����
やどかりさん

����� ����� !" #�$%
永島さん

�&'( )*+,- ./�0�
[Ｋ] さん

�1234 ��567 89/�
岡さん

�:�;< =>=>?./ >@AB
京の静さん

�C7DE� FEGHI JK�
けんーさん

�LIMN OP�QR7 STU
白イルカさん

�VWX�/ YZ[\�K ]K^
ヒミコジャパンさん

�_`K a�b� cRd"
みーさん

�eEf� g�hijh� k+lm
かとさん

�no� pqrsKt u���
矢島句湖人さん
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リハビリテーション科 理学療法士 近
こん

藤
どう

雅
まさ

揮
き

９月26・27の両日､ 岩国医療センター研修棟で開催さ
れた研修に参加して来ました｡ 今回の研修では､ たくさ
んの同期の人達や先輩達と一緒に学び､ 今後の臨床活動
をより豊かなものにしていく励みになりました｡
研修は､ 受講対象者の経験年数が３年未満ということ

もあり､ 張りつめたような緊張した空気のなかで始まり
ましたが､ 多くの時間を実技に充てられていたため､ 講
師の先生と受講生みんなで交流を持ちながら研修は進み､
次第に雰囲気も和やかになりました｡
研修中の様々な項目の中で､ 呼吸器系の臓器を体表面

から作図する課題に取り組んだことがとても印象的でし
た｡ 呼吸理学療法に携わる医療従事者として､ 臓器の位
置関係を体表から確認できなければならないということ

で､ 白いＴシャツに着替え､ その上にマジックで気道や
肺､ 心臓を描くことになりました｡ 触診の方法すらあや
ふやな私たちは､ お互いに有りったけの知恵をふりしぼ
り､ 時には周囲の様子に目を向けながら (？) 作業を進
めました｡ 出来あがった作品は､ 思うようなものではな
かったけど､ 作業を通して新しく知ることが多く､ 研修
の最後には､ ｢やりきった｣ という気持ちで満たされまし
た｡
研修から数週間が経ち､ 今なお多くの課題を抱え臨床

に当たっているところですが､ 研修会に参加したみんな
も同じような悩みを抱えながら頑張っていると思うと､
前向きな気持ちになれます｡ 一日も早く一人前のセラピ
ストに成長するよう､ 邁進しなければと思う毎日です｡

当院が筋ジストロフィー患者さんの在宅支援の一環と
して協力している､ 日本筋ジストロフィー協会島根県支
部主催の ｢在宅療育キャンプ｣ が､ 鳥取県の大山ロイヤ
ルホテルを会場に､ 10月17日(土)～18日(日)の２日間に
わたり開催されました｡ 今年は筋ジストロフィーの遺伝
子治療研究の世界的権威である､ 国立精神・神経センター
名誉院長 埜中征哉先生をお招きし､ 地元からは鳥取大
学医学部脳神経小児科教授 大野耕策先生のご参加も頂
きました｡ 当院からは､ 下山リハビリテーション科医長､
齋田小児科医長､ 百崎小児科医師を始め､ 看護､ リハビ
リ､ そして療育指導室スタッフの合計12名が協力スタッ
フとして参加しました｡ 遺伝子治療に関するご本人やご
家族の関心も高く､ 17名の対象者が参加｡ ご家族やボラ
ンティア､ スタッフを合わせると57名という大規模な療
育キャンプとなりました｡
一行は､ 松江市の福祉バスを含む車両８台に分乗し､
当院敷地内にある松江訓練センターを12時に出発しまし
た｡ まず目指したのは ｢大山みるくの里｣｡ レクリエー
ションも参加者の大きな楽しみです｡ 大山で下車すると､
さすが平野部とは比べることのできないぐらいの肌寒さ
です｡ にもかかわらず､ みなさんこぞって名物のソフト
クリームを味わっていらっしゃいました (寒っ！)｡ 15
時に大山ロイヤルホテルに到着し､ まずは入浴タイムで
す｡ 参加者の方はめったに味わうことができない ｢温泉｣
を楽しむことができました｡
16時30分からは､ ｢筋ジストロフィー治療研究の進歩｣
と題した埜中先生のご講演を頂きました｡ 大野教授には､
鳥取大学脳神経小児科の大先輩にあたる埜中先生のご講
演の座長を務めていただきました｡ 専門的で難しい遺伝
子治療についてのお話でありながら､ ユーモアを交えた

分かりやすいお話は､ 世界の最先端医療の一端を実感で
きた研修でした｡ 特にご講演中に見せていただいた ｢筋
ジストロフィー犬｣ が治療を受け走れるようになった動
画には､ 参加者一同から ｢おぉ～｣ という歓声がわき上
がりました｡ 研修会の後､ 大人の方は下山医長が､ 子ど
もの方は埜中先生､ 大野教授､ 齋田医長が中心となり､
５組の方の個別相談をお受けしました｡ その中で ｢もう
一度自分の足で歩きたい｣ と言った子どもさんの言葉は､
スタッフの心に深く染みこみ､ これからの治療・研究に
決意を新たにするものとなりました｡ その後懇親会､ 二
次会と進み､ 朝まで語り明かしたグループもあったよう
です｡
二日目は､ 日吉津のジャスコでショッピングを楽しみ

昼食をすませ､ 14時30分に来年の再会を約束し松江訓練
センターで解散となりました｡ レクリエーションも含め
埜中先生には全日程同行していただきました｡
遺伝子研究の進歩により､ 近年筋ジストロフィーの治

療研究が飛躍的に進み､ デュシェンヌ型を中心にもうす
ぐ治験の段階に入ろうとしています｡ 一日も早く治療法
が確立されるよう願い､ 患者さんを中心に､ 医療機関の
スタッフ､ 研究者､ そしてご家族が一つのチームである
ことを実感した二日間でした｡
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平成21年９月26

日 (土) に松江サ

ティにおいて ｢健

康フェスタ｣ を開

催しました｡ 平成

19年からスタート

したこの催しも今

回で３回目となり

ます｡

さて､ 当日は土曜日の昼下がりということもあって松

江サティには多くのお客さんが来店しておられ､ ｢健康フェ

スタ｣ の看板を見つけると ｢無料で測ってくれるの？｣､

｢お薬の相談もよろしいかしら？｣ などと多くの方々に興

味を持っていただきました｡

今回から新たなピー

アール用アイテムと

して病院名入りジャ

ケット(写真参照)を

作成しました｡ これ

は当院の筋ジス患者

さんで作るＴシャツ

作成グループ�デザ

インクローゼット�

にて製作してもらっ

たものです｡ やはりユニフォームがあるとより一層一体

感が高まり､ 良い雰囲気で準備に取りかかることが出来

ました｡ スタッフも初めての手作りユニフォームに驚き

つつもそれを身にまとい意気揚々としていました｡ �島

院長も持参した白衣を脱ぎ ｢わしも着るぞ！｣｡ (写真が

無いのが残念ですが・・・・)

当日はスタッフとして看護部・医局・検査科・薬剤科・

事務部・指導室

などから大勢の

参加があり､ 骨

密度計などの医

療機器の使用に

際して各医療機

器業者の方にも

応援に駆けつけ

ていただきまし

た｡

さて､ お昼どきの12時前に受付がスタートするとたち

まち多くの方が会場に訪れ､ あっという間に満員になり

ました｡ こちらも

３回目ということ

もあって準備から

受付､ 測定までス

ムーズにでき､

①医療相談：70件

②お薬相談：９件

③栄養相談：16件

④肺機能測定：125

件 ⑤体成分分析測定：65件 ⑥骨密度測定：144件とい

う結果でした｡

普段こういった事に接する機会が少ない若い方も多く

来場され､ 興味深そうに測定結果表を見られていました｡

また､ 松江サティさんには第１回目よりご協力いただ

き､ 今回も会場借用の依頼を快く引き受けていただきま

した｡ 大型商業店舗の協力はこの様なイベントを開催す

るうえで欠かせないことだと思います｡ 来年もさらにピー

アール用アイテムを増やすなどパワーアップをし､ スタッ

フ一丸となってひとつの ｢FESTIVAL!｣ を盛り上げた

いと思います｡
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